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 円筒の基部に鰭状の形象部を持つ、石見型埴輪と呼ばれる独特な形態をした形象埴輪が

ある。この形態をした木製品や石製品も発見されているが、いまだに何を表しているのか

わかっていない。盾や靫、琴柱形石製品、玉杖・儀杖など、祖形について多くの説が提唱

されているものの、いずれも形態の類似性が主な根拠であり、決定打に欠ける。そこで、

石見型埴輪に代表されるような形態をとる製品を総括して「石見型製品」と呼称し、全体

の変遷状況を整理し、石見型製品の要素を抽出する。また、九州では木製品や石製品が出

土しているにも関わらず、埴輪が出土しないのはなぜか石見型製品の展開の様相から考察

する。各石見型製品で分類を行った後、変遷の状況をまとめる。石見型埴輪は段帯表現の

違いによって分類した。石見型木製品は、立体表現の有無や段帯幅の違いなどによって分

類した。石見型石製品は出土例が少ないため、各資料を比較し、立体表現の有無や形態の

省略化から変遷をまとめた。変遷の状況をまとめたことで、各製品に共通する要素を抽出

することができた。形態上の共通性や、出現段階の石見型製品から祖形を想定すると、1 本

の縦軸の上に横軸が付き、その中央から上に向かって V 字状に伸びるような形態、あ

るいは、その横軸と V 字状の物を上下に反転させた形態を、「石見型」のモデルとし

て考えられる。さらに、出土状況においても共通性が見られた。石見型製品は、古墳の墳

丘上ではなく墳丘裾に、墳丘の要所に置かれるか囲むように樹立していたのである。この

ようなことから、石見型のモデルは、石見型製品の形象部のような形態をしたものを高く

掲げて、外部にむけて表示していたものであったのではないかと考えられる。この石見型

の意匠は、船形埴輪の立飾りや線刻された船、家形埴輪の入口などにも見られる。石見型

製品のモデルとなったものが船の上や家屋の前など、さまざまな場面で表示されていたの

だと思われる。つまり石見型製品は、古墳に樹立されることで権威の表示や魔除けとして

の機能を持っていたと考える。九州では、アイデンティティを表現するものとしての石製

表飾の中で「石見型」を採用することで、より強力にこれを表現していたのだろう。石見

型製品に繋がるような本来の祖形があり、そこから琴柱形石製品や玉杖といったものなど

にも派生していったために、類似する形態があるのだと思われる。 


